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主な教会暦（主日を除く） 

 

01月01日 神の母聖マリア（祭日） 

      「世界平和の日」 

※ローマ教皇の「世界平和の日」メッセージ

が推進本部 HP を経由して読むことができま

す 

01月 04日 主の公現（祭日） 

01月 06日 教区平和の日 

  10:00 平和祈願ミサ 

   （世界平和記念聖堂地下聖堂） 

  10:45 ピース・ウォーク 

01月 11日 主の洗礼（祝日） 
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1月 12日教区民集まれ！ 

「津和野殉教者の列聖をめざして」

と題しシンポジウムがエリザベト音

楽大学で開催されます。多くの教区

民の参加をお待ちしております！ 

 

信仰生活のヒント 

12 月ローマ教皇フランシスコの主

なツィートから 

 

12 月 2 日「教会は、最も貧しい人や

苦しむ人々にはじまり、あらゆる

人々に近づいていくよう招かれてい

ます」 

「二度と決して奴隷が出ないように。

私たちはみな兄弟姉妹です」 

 

12 月 9 日「勇気を持って、神のこと

ばに従っていけるよう、おとめマリ

アに学びましょう」 

 

12 月 11 日「エコロジーは人間の生

存にとって必須のもの。私たち全て

に関わる倫理課題です」 

 

12 月 18 日「主は明確に語ります。

誰も、二人の主人に仕えることはで

きない、と。神か、お金か、選ばな

ければなりません」 

 

12 月 20 日「イエスを生活の中心に

置くためには、ご聖櫃の前で、イエ

スの存在のうちに身を置く時間が必

要です」 

 

12 月 23 日「時に私たちは、罪に捉

えられてしまいます。主よ、来て、

私たちを解き放ってください」 

 

12 月 24 日「耳を澄まし、沈黙を保

つよう努めましょう。そうすれば、

神の素晴らしさが働く空間ができま

す」 

 

12 月 25 日「イエスとともにいれば、

真の喜びが得られます」 

 

12 月 26 日「今日は、キリスト教信

仰のために迫害を受けている全ての

人のために、祈りましょう」 

（聖ステファノ殉教者の日において） 
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